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琉
球
国
中
山
王
よ
り
暹
羅
国
あ
て
、
磁
器
の
官
買
の
中
止
と
蘇
木

・
胡

椒
な
ど
の
収
買
の
許
可
を
請
う
咨

(
一
四
二
五
、
□
、
□
)

琉
球
国
中
山
王
、
朝
貢
の
事

の
為
に
す
。

近
ご
ろ
使
者
佳
期
巴
那
、
通
事
梁
復
と
同
に
告
称
す
る
に
拠
る
に
、
永
楽

十
七
年

(
一
四

一
九
)
の
間
、
差
を
蒙
れ
る
使
者
阿
乃
佳
等
、
海
船
三
隻

に

坐
駕
し
、
礼
物
を
齎
捧
し
、
暹
羅
国
に
前
到
し
て
奉
献
す
。
事
畢
り
て
回
国

し
告
称
す
る
に
、
所
在

の
官
司
の
、
礼
物
短
少
な
り
と
言
称
し
て
、
以
て
磁

器
を
官
買
す
る
を
致
し
、
又
、
禁
約
し
て
本
処
に
て
蘇
木
を
私
売
す
る
を
許

さ
ざ
る
を
蒙
る
。
?
に
官
売
す
る
を
蒙
れ
ば
、
其
の
船
銭
を
補
う
を
要
す
。

切
に
照
ら
す
に
、
事
は
艱
緊
有
り
、
深
く
是
れ
損
有
り
。
今
、
人
員
を
往
来

せ
し
む
る
に
、
告
し
て
施
行
を
乞
う
、
と
あ
り
。
当
に
敬
ん
で
王
の
令
旨
を

奉
ず
る
を
蒙
る
に
、
何
ぞ
早
く
に
説
わ
ざ
る
、
惶
恐
之
甚
だ
し
、
今
後
、
去

く
船
は
礼
物

に
加
感
し
て
奉
献
し
、
以
て
遠
意
を
表
せ
、
と
あ
り
て
此
れ
を

敬
む
外
除
、
永
楽
十
八
年
よ
り
今
に
至
る
ま
で
礼
物
に
加
感
す
。
遣
使
佳
期

巴
那

・
通
事
梁
復
等
、
船
隻
に
坐
駕
し
、
海
洋
を
経
渉
す
る
こ
と
動
も
す
れ

ば
数
万
余
里
有
り
、
風
波
を
歴
渉
す
る
こ
と
十
分
に
艱
険
に
し
て
、
彼
に
到

る
に
至
る
に
及
び
、
礼
物
を
将
て
交
進
す
る
を
除
く
外
、
所
在

の
官
司
の
仍

お
磁
器
を
官
買
す
る
を
行
う
を
蒙
る
こ
と
更
に
甚
だ
し
。
因
り
て
盤
纒
の
欠

乏
を
致
し
、
深
く
靠
損
を
為
す
。
以
て
命
を
奉
じ
て
往
復
し
難
く
、
告
し
て

施
行
を
乞
う
、
と
あ
り
。

告
の
再
三
な
る
に
拠
り
、
此
れ
に
因
り
て
永
楽
二
十
二
年

(
一
四
二
四
)
、

船
隻
を
停
止
す
る
除
外
、
参
照
す
る
に
、
洪
武
よ
り
永
楽
に
至
る
年
来
、
曾

祖
及
び
祖
王
、
先
父
王
よ
り
今

に
至
る
ま
で
逓
年
累
ね
て
使
者
を
遣
わ
し
、

菲
儀
を
齎
捧
し
、
貴
国
に
前
詣
し
て
奉
献
す
。
蓋
し
今
、
多
年
な
り
。
貴
国

の
親
愛
に
し
て
四
海
以
て

一
家
と
為
す
を
懐
念
す
る
を
荷
蒙
し
、
累
ね
て
珍

?を
回
恵
し
及
び
遠
人
を
寵
愛
す
る
を
蒙
り
、
常
に
復
た
貿
易
を
従
容
し
、

並
び
に
官
買
の
事
無
し
。
切
に
思
う
に
感
戴
之
甚
だ
し
。
今
、
告
の
事
理
に

拠
り
、
合
に
貴
国
に
咨
す
べ
し
。
煩
為
わ
く
は
、
前
に
照
ら
し
て
、
遠
人
の

航
海
の
労
を
衿
憐
し
、
磁
器
を
官
買
す
る
を
免
行
し
、
容
れ
て
蘇
木

・
胡
椒

等
の
貨
を
収
号
し
て
回
国
せ
し
め
ん
こ
と
を
。
永
く
往
来
を
通
ぜ
し
む
れ
ば

遠
人
悦
服
し
、
異
域
懐
柔
す
る
に
庶
か
ら
ん
。
今
、
奉
献

の
礼
物
の
数
目
を

将
て
後
に
開
坐
す
。
須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

今
開
す

織
金
段
五
匹
　
素
段
二
十
匹

硫
黄
三
千
斤
小
　
二
千
五
百
斤
正
と
報
ず

腰
刀
五
柄
　
摺
紙
扇
三
十
柄

大
青
盤
二
十
個
　
小
青
盤
四
百
個

小
青
碗
二
千
個

右
、
暹

羅
国

に
咨

す

洪
煕
元
年

(
一
四
二
五
)
　
月
　
日
　
咨



注

*
本
文
書
は
、
『歴
代
宝
案
』
に
お
け
る
暹

羅
あ
て
の
最
初
の
咨
で
あ
る
が
、
文

中

の
「自
洪
武
永
楽
至
年
来
、
曾
祖
及
祖

王
先
父
王
、
至
今
逓
年
遣
使
者
…
」

に
よ
り
、
琉
球
は
こ
れ
よ
り
先
、
長
年

に
わ
た

っ
て
継
続
し
て
暹
羅

へ
派
船

し
、
貿
易
を
行

っ
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『高
麗
史
』恭
譲
王
元
年
八
月

(
一
三
八
九
)
に
は
中
山
王
察
度
が
蘇

木
や
胡
椒
な
ど
を
高
麗

に
献
じ
た
記

事
が
あ
り
、
ま
た
翌
年
に
は
中
国
に
蘇

木
や
胡
椒
、
乳
香
な
ど
を
奉
献
し
て

お
り

(『明
実
録
』
洪
武
二
十
三
年

〈
一
三
九
〇
〉
正
月
庚
寅
の
条
)、
こ
れ

よ
り
先
の
琉
球
と
東
南
ア
ジ
ア
と
の
交

渉
、
と
く
に
蘇
木
を
特
産
と
す
る
暹

羅
国
と
の
貿
易
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一
方
、
永
楽
二
年

(
一
四
〇
四
)

十
月
壬
寅
に
は
、
琉
球

へ
通
交
し
よ
う
と
し
て
福
建

へ
漂
着
し
た

「
暹
船
」

の
記
事
が
あ
り
、
暹
羅

の
側
か
ら

の
船

も
琉
球

へ
来
て
い
た
。

本
文
書

に
よ
れ
ば
、
永
楽
十
七
年

(
一
四

一
九
)
よ
り
暹
羅
国
に
お
い
て

は
、
琉
球
船
が
運
ん
だ
磁
器
を
官
が

一
方
的
に
買
い
取
る
よ
う
に
な
り
、
ま

た
蘇
木
の
自
由
な
販
売
を
許
さ
な
く
な

っ
た
。
琉
球
側
は
、
翌
十
八
年
よ
り

礼
物
を
増
し
て
事
態
の
打
開
を
は
か

っ
た
が
、
さ
ら
に
ひ
ど
い
官
買
を
こ
う

む

っ
て
損
を
し
、
永
楽
二
十
二
年

(
一
四
二
四
)
暹
羅
向
け
の
船
を
停
止
し

た
。
翌
二
十
三
年
に
官
買

の
中
止
を
要

求
す
る
本
文
書
、
及
び

〔四
〇
-〇
二
〕

と
と
も
に
船
を
送

っ
た
も
の
で
、

〔四
〇
-〇
三
〕
に
よ
れ
ば
使
者
は
阿
勃
馬

結
制
で
あ
る
。
な
お
暹
羅
に
お
け
る
官
買
は
宣
徳
五
年

(
一
四
三
〇
)
ご
ろ

中
止
さ
れ
た

(〔四
〇
-
一
一
〕
参
照
)
。

(1
)
使
者
佳
期
巴
那
…
告
称
す
る
に
拠

る
に
　
佳
期
巴
那
と
梁
復
が
琉
球
国

王
に
対
し
て
告
称
し
た
内
容
は
、
以
下

の

「永
楽
十
七
年
…
」
よ
り
注

(13
)
ま
で
。
こ
の
二
人

の
使
者

は
、
永
楽
二
十

一
年

(
一
四
二
三
)

ご
ろ
暹
羅

へ
行

っ
た
こ
と
が
本
文
書
の
内
容
か
ら
推
察
さ
れ
る
。

(2
)
梁
復
　
久
米
村
呉
江
梁
氏

(亀
嶋
家
)
(『家
譜

(二
)』
七
五
三
頁
)。

(3
)
逞
羅
国
　

タ
イ
の
ア

ユ
タ
ヤ
朝

(
一
三
五

一
-

一
七
六
七
年
)。
港
市
ア

ユ
タ
ヤ
は
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
川

の
上
部
デ

ル
タ
の
南
端

に
あ
り
、

ロ
ッ

ブ
リ
川
や
パ
ー
サ
ッ
ク
川
も
こ
こ
で
合
流
す
る
。
町
の
中
心
部

の
四
周

を
川
に
囲
ま
れ
た
そ
の
特
異
な
地
形
は
十
七
世
紀
の
西
欧
人
の
手

に
な

る
い
く

つ
か
の
古
地
図
で
昔
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
も

そ
の
姿
を
と
ど
め
る

(岩
生
成

一
『南
洋
日
本
町
の
研
究
』
岩
波
書
店
、

昭
和
四
十

一
年
、
一
三

四
-
八
頁
)
。
海
岸
か
ら
ア

ユ
タ
ヤ
ま
で
、
お
よ

そ
九
十
キ
ロ
ほ
ど
川
を
さ
か
の
ぼ
る
が
、
十
六
世
紀
ご
ろ
か
ら
途
中

に

は
い
く

つ
か
の
「関
」
が
置
か
れ
て
い
た
事
が
知
ら
れ
て
い
る

(『海
語
』

巻

一
、
『東
西
洋
考
』
巻
二
)
。
『歴
代
宝
案
』
の
時
期
よ
り
や
や
後
で
あ

る
が

『東
西
洋
考
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
海
口
よ
り
三
つ
の
関
を

へ
て

ア

ユ
タ
ヤ
に
入
る
に
は
九
日
間
を
要
し
た
。
関

の
警
備
の
も
の
は
船

の

到
着
を
王
に
飛
報
し
、
ま
た
関
で
は
付
近
と
の
交
易
が
許
さ
れ
て
い
た

と
あ
る
。

ア
ユ
タ
ヤ
に
は
豊
富
な
森
林
生
産
物
が
あ
り
、
琉
球
や
中
国
が
と
く

に
求
め
た
の
は
蘇
木
で
あ
る

(後
注

(5
)
を
参
照
)。
ま
た
胡
椒
を
は

じ
め
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域

の
物
資
を
集
荷
し
た
ほ
か
、

マ
ラ
イ

半
島
西
側

の
ベ
イ

(メ
ル
ギ
)
よ
り
テ
ナ
セ
リ
ム
川
を
経
由
し
タ
イ
湾

の
ク
イ
ブ
リ
に
出
る
と
い
う
ル
ー
ト
で
ベ
ン
ガ
ル
湾
を
渡

っ
て
き
た
イ

ン
ド
や
西
ア
ジ
ア
の
品
々
も
到
来
し

(石
井
米
雄

「
タ
イ
の
中
世
国
家

像
」
池
端
雪
浦
編

『変
わ
る
東
南
ア
ジ
ア
史
像
』
山
川
出
版
社
、

一
九

九
四
年
、
一
三

二
頁
)
、
文
字
通
り
東
西

の
交
易
の
中
心
地
で
あ

っ
た
。

ア

ユ
タ
ヤ
朝

の
王
統
表

は
H
a
l
l
,
D
.
G
.
E
.
1
9
8
1
.
A
 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 S

o
u
t
h
-
E
a
s
t
 
A
s
i
a
.
4
t
h
 
e
d
.
N
e
w
 
Y
o
r
k
,
p
p
.
9
7
6
-
7
.

な
ど
を
参
照

さ
れ
た
い
。
ま
た
、
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
生
田
滋
「
イ

ェ
レ
ミ
ア
ス
・



フ
ァ
ン

・
フ
リ
ー
ト
著

『
ア
ユ
タ
ヤ
王
国
史
』
に
見
え
る
王
統
関
係
記

事
」
(『榎

一
雄
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
』
山
川
出
版
社
、

一
九
七
五
年
、

所
収
)
、
フ
ァ
ン
・フ
リ
ー
ト
著
、
生
田
滋
訳
「
シ
ア
ム
王
統
記
」
お
よ
び

補
注

(『オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

と
東
南

ア
ジ
ア
』
岩
波
書
店
、

一
九

八
八
年
、
所
収
)
、
生

田
滋
“
T
h
e
 
e
a
r
l
y
 
h
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
t
h
e
 
k
i
n
g
-

d
o
m
 
o
f
 
A
y
u
t
h
y
a
-
b
a
s
e
d
 
o
n
 
f
o
r
e
i
g
n
 
s
o
u
r
c
e
s
 
w
i
t
h
 
s
p
e
c
i
a
l

r
e
f
e
r
e
n
c
e
 
t
o
 
t
h
e
 
R
E
K
I
D
A
I
 
H
O
A
N
”

(『創
大
ア
ジ
ア
研
究
』
第

十
五
号
、

一
九
九
四
年
)。
ア
ユ
タ
ヤ
の
王
統
を
記
述
す
る
史
料
は
、

一

六
四
〇
年

の
フ
ァ
ン

・
フ
リ
ー
ト

の
記
録
、

一
六
八
〇
年
に
ナ
ラ
イ
王

の
命
令
で
編
纂
さ
れ
た

『
ア

ユ
タ

ヤ
王
朝
年
代
期
』

の
諸
本
、
ま
た
頻

繁
な
朝
貢
の
記
録
が
残
る
中
国
の

『明
実
録
』
等
々
、
系
統

の
異
な
る

材
料
に
恵
ま
れ
な
が
ら
も
、
王
名

(称
号
)
や
続
柄
、
即
位
や
退
位
も

し
く
は
死
亡
の
年
な
ど
が

一
致
し
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
あ
る
記
録
で

は
抜
け
落
ち
た
か
、
な
に
か
の
理
由
で
王
で
な
か

っ
た
と
み
な
さ
れ
た

か
、
ま
た
王
と
称
し
た
だ
け
の
支
配
者

で
あ

っ
た
か
等
々
、
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
最
近
の
研
究

の
成
果
を
紹
介
し
て

い
る
前
掲
の
石
井
論
文
は
、
ア

ユ
タ
ヤ

(こ
と
に
初
期
の
)
は
従
来
考

え
ら
れ
て
き
た
ほ
ど
に
は
強
力
な
集
権
国
家
で
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ

な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
て
意
義
深

い
。

『歴
代
宝
案
』

に
は
、

一
四
二
五
年
よ
り

一
五
七
〇
年
に
わ
た
る
五

十
八
の
暹
羅
国
関
係

の
文
書
が
あ

る

(あ
て
先
や
日
付
を
欠
く
も
の
を

含
む
。
当
該
の
文
書

の
注
を
参
照
)。
全
体
と
し
て

一
四
四
三
-
六
〇
年

の
文
書
が

『歴
代
宝
案
』
に
は
欠
落
し
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
を
除
け

ば
、
暹

羅
国
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
継
続
し
た
記
録
が
残

っ
て
い
る
も
の
と

理
解
さ
れ
る
。
こ
と
に
西
欧
勢
力
が
入
る
前
の
十
五
世
紀
の
ア

ユ
タ
ヤ

の
国
際
交
易

に
関
し
て
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
最
後
の
文
書

〔四
二

-
三
八
〕
の
発
出
の
前
年
、
ア
ユ
タ
ヤ
は
隣
国
ビ
ル
マ
に
占
領
さ
れ
、
以

後
十
五
年
間

に
わ
た
り
属
国
と
な

っ
た
。
前
期
ア

ユ
タ
ヤ
の
終
り
で
あ

る
。
独
立
を
回
復
し
て
の
ち
の
十
七
世
紀
の
ア

ユ
タ
ヤ
は
、
交
易
地
と

し
て
西
欧
や
日
本
を
含
む
諸
国

の
人
々
を
集
め
て
賑
わ

っ
た
。

(4
)
告
称
す
る
に
　
使
者
阿
乃
佳
等

の
告
称
は
、
「所
在

の
官
司
の
…
」
よ
り

注

(8
)
ま
で
。

(5
)
蘇
木
　

す
お
う
。

マ
メ
科
の
落
葉
小
高
木
。
心
材
と
■

は
赤
色
染
料
と

す
る
。
蘇
木
は
暹
羅

の
特
産
で
あ

っ
て
、
『
瀛
涯
勝
覧
』
暹
羅
国
の
条

に

は

「其
蘇
木
、
如
薪
之
広
、
顔
色
絶
勝
他
国
出
者
」
と
あ
り
、
こ
こ
で

は
ま
る
で
薪
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の
色
が
他
国
の
も
の
よ
り

良

い
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

一
方
、
中
国
で
は
十
五
世
紀
ご
ろ
よ
り
胡

椒
と
と
も
に
蘇
木

の
大
量
消
費
が
は
じ
ま

っ
た
。
『万
暦
会
典
』巻
三
九

に
は
、
官
員
の
俸
給

の

一
部
と
し
て
胡
椒
と
蘇
木
が
支
給
さ
れ
た
記
事

が
あ
る
。
『歴
代
宝
案
』
に
み
ら
れ
る
琉
球
よ
り
中
国

へ
の
長
年
に
わ
た

る
大
量

の
蘇
木
の
搬
入
の
記
事
は
貴
重
な
史
料
の

一
つ
で
、
琉
球
は
蘇

木
の
ほ
と
ん
ど
を
暹
羅
で
調
達
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

(6
)
其
の
船
銭
を
補
う
を
要
す
　
旅

の
費
用
に
み
た
な

い
、
と
い
う
表
現
で

貿
易
が
赤
字
に
な

っ
た
こ
と
を
言

っ
て
い
る
。

(
7
)
艱

緊
　

苦

し

く
行

き

づ

ま

る

こ

と

。

(
8
)

告

し

て
施

行

を
乞

う

、

と

あ

り
　

注

(
4

)

の
告

称

の
終

り
。

(9
)
王

の
令
旨
　
琉
球
国
王
の
令
旨
は
、
以
下
の

「何
ぞ
…
」
よ
り

「以
て

遠
意
を
表
せ
」
ま
で
。

(10

)

加

感
　

意

を

加

え

る

。

こ

こ

で

は

(礼

物

を

)

ふ

や

す

こ

と
。

(11

)

盤

纒
　

旅

の
費

用

。



(
12

)
靠
損
　損

損

を

す

る
。

(
13

)

告

し

て
施

行

を

乞

う

、

と

あ

り
　

注

(
1
)

の

告

称

の
終

り

。

(
14

)

免

行
　

行

う

の

を

や

め

る
。

(15
)
胡
椒
　

中
国
で
は
十
三
世
紀
前
半

よ
り
胡
椒

の
大
輸
入
期
が
始
ま
り
、

十
五
世
紀
末
に
中
国
の
胡
椒
輸
入
量
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
凌
駕
し
て
い
た

ら
し
い
。
こ
の
時
期
の
東
南
ア
ジ
ア
及
び
イ
ン
ド
の
胡
椒
の
栽
培
に
つ

い
て
の
詳
細
な
研
究
は
山
田
憲
太
郎
『南
海
香
薬
譜

ス
パ
イ
ス
.
ル
ー

ト
の
研
究
』
(
一
九
八
二
年
、
法
政

大
学
出
版
局
、
二
八
二
-

三
〇
九
頁
)

で
あ
る
。
同
じ
く
十
五
世
紀
に
お
け
る
中
国
の
胡
椒

の
大
消
費
に
つ
い

て
指
摘
し
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け

る
胡
椒

の
栽
培
と
集
散
地
に
つ
い
て

述

べ
て
い
る
の
は
R
e
i
d
,
A
n
t
h
o
n
y
.
1
9
9
3
.
S
o
u
t
h
e
a
s
t
 
A
s
i
a
 
i
n
 
t
h
e
 

A
g
e
 
o
f
 
C
o
m
m
e
r
c
e
 
1
4
5
0
-
1
6
8
0
.
V
o
l
u
m
e
 
T
w
o
:
E
x
p
a
n
s
i
o
n
 

a
n
d
 
C
r
i
s
i
s
.
Y
a
l
e
 
U
n
i
v
.
P
r
e
s
s
.
N
e
w
 
H
a
v
e
n
 
&
 
L
o
n
d
o
n
,
p
p
.

2
-
1
3
.

ま
た
、
十
六
世
紀
初
め
ご
ろ
の
各
地

の
胡
椒
の
特
徴
や
、
交
易
を
よ

く
叙
述
し
て
参
考

に
な
る
史
料
は
ト
メ

・
ピ
レ
ス

『東
方
諸
国
記
』
の

記
事

で
あ
る

(
一
八
二
、
二

一
九
、
二
四

一
、
二
六
九
、
二
九
九
頁
ほ

か
)
。
琉
球
の
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す

る
派
船
は
、
す

べ
て
胡
椒
の
集
荷
地

ま
た
は
輸
出
中
継
地
で
あ
り
、
と
く
に
琉
球
船
が
し
ぼ
し
ば
往
復
し
た

ア
ユ
タ
ヤ
と
マ
ラ
ッ
カ
は
マ
ラ
イ
半
島
、

ス
マ
ト
ラ
北
部
、
ジ

ャ
ワ
、

及
び
胡
椒
の
原
産
地
と
い
わ
れ
る
イ
ン
ド
の
マ
ラ
バ
ル
地
方
の
荷
も
集

め
た
中
心
地
で
あ

っ
た
。

(
16

)

収

号
　

受

取

り

の
し

る

し
。

し

か
し

こ

こ

で
は

収

買

、

収

購

(
買

い
付

け

る

)

の
意

か

。

(17
)
硫
黄
三
千
斤
小
　

二
千
五
百
斤
正
と
報
ず
　

運
送
中

の
硫
黄
の
目
減
り

を
み
こ
ん
だ
表
現
。

(18
)
大
青
盤
二
十
個
…
　
青
磁
の
大
皿
。
琉
球
船
が
運
ん
だ
中
国
産

の
青
磁

に
つ
い
て
は
、
国
吉
菜
津
子

「琉
球
に
お
け
る
陶
磁
貿
易
の

一
考
察
」

(『南
島
史
学
』
第
三
十
八
号

一
九
九

一
年
)
を
参
照
。

1-40-02

琉
球
国
中
山
王
よ
り
暹
羅
国
あ
て
、
浮
那
姑
是
等
を
遣
わ
し
て
速
や
か

な
交
易
を
請
う
咨

(
一
四
二
五
、
□
、
□
)

琉
球
国
中
山
王
、
進
貢
の
事
の
為
に
す
。

切
に
照
ら
す
に
、
本
国
は
貢
物
稀
少
な
り
。
此

の
為
に
今
、
正
使
浮
那
姑

是
等
を
遣
わ
し
、
仁
字
号
海
船
に
坐
駕
し
、
磁
器
を
装
載
し
て
貴
国
の
出
産

の
地
面
に
前
往
し
、
胡
椒

・
蘇
木
等
の
貨
を
収
買
せ
し
む
。
回
国
し
て
以
て

大
明
の
御
前
に
進
貢
す
る
に
備
う
。
仍

お
礼
物
を
備
え
詣
前
し
て
奉
献
し
、

少
し
く
遠
意
を
伸
ぶ
。
幸
希
わ
く
は
収
納
せ
ん
こ
と
を
。
仍

お
煩
わ
く
は
、

今
、
差
去
す
る
人
員
の
、
早
き
に
及
ん
で
打
発
し
風
迅
に
赶
趁

し
て
回
国
す

る
を
聴
さ
ん
こ
と
を
。
四
海

一
家
、
永
く
盟
好
を
通
ぜ
し
む
る
に
庶
か
ら
ん
。

今
、
奉
献

の
礼
物
の
数
目
を
将
て
後
に
開
坐
す
。
須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者

な
り
。今

開
す

織
金
段
五
匹
　
素
段
二
十
匹


